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令和６年（2024年）１月18日（木）10時00分 配付 

項  目 令和５年度（2023年度）第１回タンチョウ越冬分布調査の結果及び第２回調査の実施について 

配付資料 第１回調査結果、第２回調査概要、過去の調査結果グラフ 

 

 

内  容 

 

 

 

 

 

● 第１回調査の結果 

・概要 

令和５年12月５日（火）に実施した結果、全道で1,086羽が確認されました。（オホーツク管内では 

確認されませんでした。） 

・有識者コメント概要（正富 宏之 専修大学北海道短期大学名誉教授） 

○調査精度向上が認められる十勝・根室管内の確認数が前年同様のレベルであることから、前年度 

第１回調査から確認羽数が増加したのは、釧路管内での個体の新たな確認が理由と考えられる。 

○個体数増加に伴い分布域を広げつつあり、幅広く環境教育としての調査参加を呼びかけるべき。 

※全文は以下のWebページに掲載します。 

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/skn/tantyou.html 

 

● 第２回調査 

・実施予定日 

令和６年（2024年）１月24日（水）～26日（金）（オホーツク管内では26日に実施予定） 

・場所 

十勝、釧路及び根室管内を中心としたタンチョウ生息地及び飛来地、353箇所を予定 

（うち、オホーツク管内では、網走市、美幌町、小清水町及び大空町の13箇所で実施） 

・調査の内容 

主要な越冬地を中心に、観察場所、個体数、採餌環境、給餌の有無等を記録します。 

・調査結果の公表 

関係（総合）振興局で記録したものを、環境生活部自然環境局自然環境課でとりまとめ、２月下旬 

から３月上旬に公表します。 

※詳細は別添資料を参照願います。 

他のクラブ 

との関係 
環境生活部自然環境局自然環境課及び下記の（総合）振興局記者クラブで配付します。 

担当窓口 

環境生活部自然環境局自然環境課 課長補佐（企画調整） 橋本 和彦 電話：011-204-5203 

オホーツク総合振興局保健環境部環境生活課 課長 矢嶋 裕一 電話：0152-41-0626 

※各地域における個別の調査内容については、次の（総合）振興局環境生活課までお問い合わせ願います。 

 
振興局 電話番号 振興局 電話番号 振興局 電話番号 

空知 0126-20-0043 石狩 011-204-5824 胆振 0143-24-9577 

日高 0146-22-9254 留萌 0164-42-8436 宗谷 0162-33-2922 

十勝 0155-26-9028 釧路 0154-43-9154 根室 0153-23-6823 

絶滅危惧種タンチョウの越冬分布・規模の把握等を目的として毎年実施している本調査について、次

のとおり今年度第１回調査結果を公表するとともに、第２回調査を実施します。 

本調査では、多くの方々の御協力をいただいています。また、平成29年度から北海道と包括連携協定

を締結している日本航空株式会社と協働で実施していますので、積極的な報道をお願いします。 



［別添資料］

１　調査の趣旨

　本調査は、絶滅危惧種のタンチョウの越冬分布・規模の把握等を目的に、地元小・中学校や関係機関等

　　の御協力のもと、調査の基礎的な手法やタンチョウ保護の歴史について学ぶことができるよう調査を進め、

見られた場所、個体数を記録しました。

２　調査日時

　令和５年（2023年）12月５日(火)　午前８時50分～９時10分

３　調査区域及び調査地区

(1) 調査区域　　　　 10(総合)振興局、44市町村管内のタンチョウ生息地及び飛来地全域

(2) 調査地区・箇所　 合計354地区、407箇所

　 　　            　※１地区内に複数の調査箇所を設定する場合があるため、地区数と箇所数は一致しない。
　　　

○調査地区所在市町村数の推移 （市町村数）

第１回 第２回 第１回 第２回 第１回 第２回

空 知 3 3 3 2 3

石 狩 1 1 1 1 - 

後 志 - 1 - - - 

胆 振 3 4 3 4 3

日 高 2 2 2 2 3

留 萌 1 - - - - 

宗 谷 3 4 - 4 - 

オ ホ ー ツ ク 4 4 4 5 3

十 勝 15 15 16 11 12

釧 路 8 8 8 8 8

根 室 4 4 4 4 3

合 計 44 46 41 41 35

○調査地区・箇所数の推移 （地区数（箇所数））

第１回 第２回 第１回 第２回 第１回 第２回

空 知 8(8) 8(9) 9(15) 8(8) 8(8)

　 石 狩 1(1) 2(2) 2(3) 3(3) - 

後 志 - 1(1) - - - 

胆 振 20(20) 21(21) 5(6) 13(13) 5(8)

日 高 9(9) 8(9) 7(7) 5(5) 8(8)

留 萌 1(1) - - - - 

宗 谷 6(6) 8(8) - 6(6) - 

オ ホ ー ツ ク 13(13) 15(15) 11(12) 15(15) 7(7)

十 勝 101(116) 91(118) 70(89) 78(78) 69(78)

釧 路 170(199) 162(187) 134(173) 165(203) 128(182)

根 室 25(34) 46(49) 41(43) 19(19) 15(15)

合 計 354(407) 362(419) 279(348) 312(350) 240(306)

４　調査主体及び調査協力機関等

(1) 調査主体

　　北海道（環境省委託）

(2) 調査協力機関等

　　市町村、市町村教育委員会、釧路市動物園、小・中学校、日本航空株式会社、タンチョウ給餌人など

○調査協力者数

校数 児童数 校数 生徒数 校数 児童・生徒

空 知 3 3

石 狩 0

胆 振 7 7

日 高 2 2

留 萌 0

宗 谷 2 2

オホーツク 0

十 勝 26 26

釧 路 273 8 32 5 67 13 99 51 123

根 室 21 21

合 計 334 8 32 5 67 13 99 51 184

令和５年度（2023年度）第１回タンチョウ越冬分布調査の結果について

令和３年度令和４年度

令和５年度
振興局

令和４年度 令和３年度

振興局
令和５年度

振興局 小学校

※本庁、振興局職員を除く。

中学校
教職員 一般

内　　　　　　　訳

（小計）
総計

（人数）



 

（別紙） 

令和５年度（2023年度）第２回タンチョウ越冬分布調査について 
 
１ 調査の趣旨 
  絶滅のおそれがあるタンチョウの越冬分布・規模の把握等を目的に、タンチョウ給餌人等の協力を
得ながら、環境省委嘱給餌場（鶴見台、鶴居・伊藤サンクチュアリ及び阿寒国際ツルセンター）及び北
海道委嘱給餌場（音別高橋給餌場及び茶安別丸山給餌場）（以下「５大給餌場」という。）を中心に、タ
ンチョウの飛来数、幼鳥の有無等を把握するとともに、飛来地の土地利用状況や給餌の有無、農家の存
在等の情報を収集します。 

 
２ 調査主体 
  北海道（環境省委託） 
 
３ 調査協力機関等 
  市町村、市町村教育委員会、釧路市動物園等関係機関、鳥獣保護監視員、タンチョウ給餌人、日本野
鳥の会、日本航空株式会社など 

 
４ 調査対象地域 
  十勝、釧路、根室管内を中心としたタンチョウ生息地及び飛来地全域 
  ※ 現在のところ、空知、石狩、胆振、日高、オホーツク、十勝、釧路及び根室の８（総合）振興局、

42市町村管内の計353箇所について調査を実施予定 
 
５ 調査期日 
  令和６年（2024年）１月24日（水）～26日（金） 
  ※ 基準調査日を24日とし、補足調査日を25日及び26日とします。 
  ※ 荒天時予備日 １月31日（水）～２月２日（金） 
 
６ 調査時間 
 （１）５大給餌場及びその近接地区 各給餌場の給餌時間帯 
 （２）上記以外 午前８時から午後４時までの間の任意時間帯 
 
７ 調査方法 
  タンチョウの分布・生息状況に応じて、次のとおり定点調査または移動調査を行います。 
 （１）定点調査（給餌場等を移動せずに調査する場合） 
    定点で目視による調査を実施し、各時刻の確認羽数等を記録します。 
 （２）移動調査（複数地点を移動して調査する場合） 
    車両等で複数地点を移動しながら目視による調査を実施し、各地点の調査時刻、確認羽数等を

記録します。 
 （３）エリア調査（あらかじめ設定した区域内を移動して調査する場合） 
    あらかじめ設定した一定の区域内の複数の観察可能な場所を移動しながら目視による調査を実

施し、確認時刻、確認羽数等を記録します。 
 
８ 調査内容 
  次の事項について調査・記録を行います。 
 （１）着地しているタンチョウ 
    羽数（幼鳥、成鳥、不明の別）、場所（地点名） 
 （２）飛翔中のタンチョウ 
    羽数（幼鳥、成鳥、不明の別）、場所（地点名）、飛来又は飛去の方向 
 （３）確認時刻 
 （４）調査地の土地利用状況（畑・牧草地、農家の堆肥場、河川・湿地等） 
（５）調査地における給餌の有無 

 （６）調査地近隣の農家の有無 
 
９ 調査結果の集計、公表 

調査結果は関係（総合）振興局で集計し、本庁で全道分を取りまとめた後、２月下旬から３月上旬を
目途に公表します。 



過去のタンチョウ越冬分布調査の結果
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